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仏
教
新
生
．
活
蓮
動
の
提
唱

　
　
寺
院
僧
侶
冒
仏
教
徒
の
生
活
が
各
方
面
か
ら
体
目
さ
れ
て
い
る
が
、
ビ
ル
マ
大
会
を
期
と
し
て
、
湊
濟
と
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ロ
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コ
　
コ
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コ
　
コ
コ
コ
　
ロ
　
リ
ロ
ロ
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ロ
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コ
ロ
ロ
コ
コ
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し
て
起
つ
た
仏
教
徒
の
在
り
方
が
検
討
さ
れ
て
き
た
が
本
会
で
は
本
年
度
の
運
動
方
針
と
し
て
仏
教
新
生

　
活
運
動
を
提
唱
す
る
こ
と
に
な
り
、
近
く
各
機
関
を
通
し
て
検
討
さ
れ
、
国
民
運
動
に
ま
で
盛
上
げ
る
予

　
　
定
で
こ
れ
に
対
す
る
各
界
の
御
意
見
を
望
ん
で
い
る
。
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ビ
ル
マ
の
第
三
回
世
界
仏
教
徒
会
議
に
謬
加
し
た
方

々
が
そ
の
印
象
を
一
口
に
し
た
点
は
・
日
本
仏
教
徒
が
　
　
花
ま
つ
り
を

そ
の
行
事
に
於
て
大
い
に
反
省
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
ビ
ル
マ
の
出
家
在
家
が
『

不
殺
生
」
　
「
不
飲
酒
」
な
ど
、
五
戒
を
身
を
も
っ
て
堅

持
し
て
い
る
に
反
し
、
日
本
仏
教
徒
が
、
口
を
ひ
ら
け

ば
、
高
遠
な
る
大
乗
哲
理
を
論
じ
、
も
っ
と
も
ら
し
い

宗
教
信
念
を
語
る
け
れ
ど
も
、
一
端
，
そ
の
日
常
生
活

の
こ
と
に
な
る
と
一
向
に
戒
行
を
顧
み
ず
、
殺
生
，
邪

淫
，
飲
酒
な
ど
勝
手
次
第
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
よ

い
反
省
の
声
が
、
旧
い
う
と
な
し
に
、
内
分
に
起
っ
て

き
て
い
る
。

　
口
に
は
小
乗
仏
教
徒
と
販
称
し
て
い
る
連
中
が
、
立

派
な
行
為
を
示
し
て
い
る
の
に
省
み
，
わ
れ
ら
大
乗
の

日
本
仏
教
徒
は
こ
の
儘
、
大
乗
教
徒
た
る
の
自
尊
心
を

も
つ
と
共
に
、
き
び
し
く
互
い
の
道
徳
的
行
動
に
再
反

省
す
べ
き
で
あ
る
。
浄
土
門
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

破
戒
無
悲
で
い
い
と
い
う
主
張
は
許
さ
れ
な
い
。
親
鶯

上
席
も
「
非
僧
」
で
は
あ
る
が
「
非
俗
」
で
あ
る
と
自

ら
述
懐
し
て
い
ら
れ
る
点
は
大
い
に
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
こ
う
し
た
ビ
ル
マ
会
議
参
加
者
の
一
致
し
た
輿

論
に
そ
っ
て
全
日
本
仏
教
会
で
は
今
年
初
頭
か
ら
つ
よ

く
国
民
の
新
生
活
運
動
を
提
唱
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
も
し
も
、
こ
う
し
た
仏
教
徒
生
活
運
動
が
全
仏
教

徒
を
岩
心
と
し
て
ひ
ろ
く
国
民
新
生
活
運
動
に
ま
で
ひ

ろ
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
恐
ら
く
仏
教
再
興
の

申
心
勢
力
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
全
国
的
な
も
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
一
準
備
会
開
か
る
1

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
仏
増
額
に
於
け
る
年
申
最
大

の
行
事
の
一
つ
で
あ
る
「
釈
尊
降
誕
会
」
を
全
国
的
に

一
層
盛
大
な
ら
し
め
る
た
め
「
花
ま
つ
り
委
員
会
」
を

結
成
し
、
各
方
面
で
行
わ
れ
る
花
ま
つ
り
行
事
に
種
々

の
便
宜
供
与
を
は
か
る
と
と
も
に
、
こ
の
行
事
を
通
じ

て
全
国
の
仏
教
徒
に
そ
の
自
覚
を
促
し
、
組
織
を
強
化
「

す
る
方
策
に
つ
き
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
た
め
一
月
十
三
日
午
後
一
時
よ
り
築
地
本
願
寺

に
本
会
教
掌
委
員
、
宗
派
、
大
寺
院
、
東
京
仏
教
団
、

区
仏
教
会
、
学
校
等
の
各
方
面
関
係
者
二
十
余
氏
の
出

席
を
得
て
準
備
会
が
開
か
れ
た
が
、
出
席
諸
氏
よ
り
花

ま
つ
り
行
事
に
つ
い
て
の
経
験
や
意
見
　
更
に
本
年
度

に
於
け
る
構
想
等
の
発
表
が
あ
っ
た
。
席
上
特
に
、
釈

尊
降
誕
を
心
よ
り
悦
び
感
謝
す
る
仏
教
徒
と
し
て
の
幕

本
的
な
態
度
精
神
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る

と
同
時
に
、
広
く
こ
れ
を
一
般
大
衆
の
参
加
で
き
る
行

事
と
す
る
た
め
の
種
々
な
具
体
的
な
提
案
な
ど
も
あ
り

非
常
…
に
熱
心
な
討
論
が
三
時
間
余
に
亘
っ
て
行
わ
れ
た

猶
、
当
日
出
席
の
諸
氏
を
は
じ
め
、
各
方
面
の
有
識
者

に
依
頼
し
て
「
花
ま
つ
り
委
員
会
」
を
構
成
す
る
こ
と

が
、
当
準
備
会
で
決
定
さ
れ
、
こ
の
委
員
会
が
花
ま
つ

り
行
事
を
意
義
あ
ら
し
め
る
た
め
の
企
画
、
啓
家
宣
伝

等
の
衝
に
当
る
こ
と
に
な
っ
た
β

　
な
お
ポ
．
為
タ
ー
は
目
下
全
国
共
通
の
も
の
を
芸
大
高

田
画
伯
に
依
頼
し
て
研
究
申
で
あ
る
。

本
會
の
法
人
格
に
つ
い
て
研
究

O

　
結
成
以
来
各
方
面
に
亘
っ
て
活
動
を
続
け
て
来
た
本

会
に
於
て
は
あ
ら
ゆ
る
方
面
よ
り
検
討
を
加
え
た
結
果

本
会
に
法
人
格
を
具
備
せ
し
め
、
そ
の
基
盤
を
強
固
な

も
の
に
し
て
、
永
久
性
を
持
た
せ
る
為
こ
の
方
面
の
権

威
者
に
依
頼
し
そ
の
性
格
を
考
究
し
適
応
せ
る
法
人
た

ら
し
む
べ
く
万
全
を
期
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
年
初
頭
の
関
西
協
議
会

　
一
月
十
八
日
西
本
願
寺
で
開
か
る

本
会
関
西
事
務
総
局
に
於
て
は
本
部
と
連
絡
の
上
新

年
早
々
諸
般
の
運
動
推
進
の
為
本
月
十
八
日
十
時
よ
り

京
都
西
本
願
寺
会
議
室
に
於
て
左
の
各
項
に
関
し
て
重

要
協
議
会
を
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
の
会
議
叉
は
関
西
側

か
ら
加
盟
各
宗
派
責
任
者
全
員
及
び
近
畿
二
恩
四
県
の

仏
教
会
責
任
者
（
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
奈
良
、
滋
賀
、
和

歌
山
）
－
が
会
同
し
て
左
記
案
件
に
関
し
て
慎
重
協
議
さ

れ
た
。
術
関
西
事
務
総
局
か
ら
は
藤
音
総
長
以
下
各
部

長
本
部
か
ら
は
岩
野
組
織
局
長
及
び
高
橋
部
長
が
出
席

し
い
よ
く
組
織
の
強
化
と
事
業
の
推
進
を
申
合
せ
た

　
　
　
　
協
議
案
件

　
1
、
全
仏
組
織
強
化
に
関
す
る
件

　
2
，
関
西
側
花
ま
つ
り
委
員
会
結
成
の
件

　
3
、
仏
教
社
会
福
祉
事
業
連
盟
結
成
の
件

　
4
、
そ
の
他
の
事
務
連
絡

ビ
ル
マ
大
會
記
録
近
く
発
行
さ
る
“

　
第
三
回
世
界
仏
教
徒
会
議
の
日
程
決
議
，
イ
ン
ド
巡

拝
の
記
録
が
国
際
局
に
お
い
て
準
備
中
で
近
く
発
行
さ

　
　
　
　
●

れ
る
。

　
尚
本
会
に
は
第
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
紀
要
（
二
五

〇
円
）
全
英
文
（
二
〇
〇
円
）
仏
教
と
現
代
の
諸
問
題
（
六

〇
円
）
永
平
寺
大
会
記
録
（
二
〇
円
）
が
発
行
し
で
お
り

ま
す
か
ら
せ
い
ぜ
い
お
求
め
願
い
ま
す
。
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一

第
三
回
世
界
佛
教
徒
回
議
報
告
概
要

鋸
一
日
（
十
二
月
三
日
目

　
午
前
八
時
半
　
開
会
式
　
（
洞
窟
大
講
堂
）

　
　
バ
ー
ウ
ー
ビ
ル
マ
大
統
領
式
辞
、
高
階
瑠
仙
姉

　
　
七
長
老
の
一
人
に
推
薦
、
四
委
員
会
分
担
決
定

　
午
後
一
時
総
会
各
国
メ
ッ
セ
ー
ジ
及
び
報
告

　
　
（
申
山
事
務
長
よ
り
吉
田
菅
相
メ
ッ
セ
ー
ジ
朗

　
　
読
及
び
日
本
仏
教
現
勢
報
告
あ
り
）

　
午
後
二
時
半
　
部
会
（
委
員
会
）

　
午
後
四
時
半
　
ウ
・
チ
ヨ
ウ
ニ
エ
ン
外
務
大
臣
招

　
　
待
茶
会

　
午
後
七
時
半
　
大
統
領
招
宴

第
二
日
（
十
二
月
四
日
）

　
午
前
八
時
　
　
総
会
、
各
国
メ
ッ
セ
ー
ジ
及
び
報

　
、
告
午
後
一
時
　
総
会
，
高
階
管
長
議
長
席
に
着
き

　
　
仏
像
贈
呈
安
置
し
、
日
本
代
表
全
員
起
立
．
高

　
　
階
議
長
導
師
の
下
三
帰
依
文
を
唱
う

　
午
後
二
時
半
　
部
会
（
委
員
会
）

　
午
後
四
時
半
　
セ
イ
ロ
ン
仏
教
会
招
待
茶
会

　
午
後
七
時
半
　
ラ
ン
グ
ー
ン
市
長
招
宴

箪
三
日
（
十
二
月
五
日
）

　
午
前
八
時
　
　
総
会
、
各
国
メ
ッ
セ
ー
ジ
及
び
報

　
　
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舳

　
午
後
一
時
　
　
W
つ
F
・
B
本
部
理
事
会

　
　
一
へ
会
長
マ
ラ
ラ
セ
ー
ケ
ラ
白
物
側
決
定

　
　
一
、
副
会
長
（
決
定
）
　
ヘ
カ
ン
ボ
デ
イ
ヤ
）
パ

　
　
ル
シ
オ
ー
ン
（
タ
イ
）
フ
ー
ン
（
イ
ン
ド
）
ア

　
　
ー
ナ
ン
ダ
・
カ
ウ
サ
リ
ヤ
ー
ヤ
ナ
比
丘
（
ビ
ル

　
　
マ
）
ウ
・
チ
ャ
ン
ト
ン
（
マ
レ
イ
）
ピ
ツ
チ
ン

　
　
フ
イ
（
日
本
）
長
井
直
琴
（
フ
ラ
ン
ス
）
カ
ル

　
　
ベ
ラ
夫
人

　
　
三
．
次
期
第
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議
開
催
国
を

　
　
ネ
パ
ー
ル
と
決
定

午
後
二
時
　
　
部
会
報
告
及
決
定
、
朝
倉
団
長
挨

　
拶
（
会
議
終
了
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
午
後
四
時
半
　
チ
ッ
タ
ゴ
ン
仏
教
会
招
待
茶
会

　
午
後
七
時
半
　
ラ
ン
グ
ー
ン
市
商
工
会
議
所
招
宴

第
四
日
（
十
二
月
六
日
）

　
午
前
七
時
　
　
市
内
見
学

．
午
後
一
時
　
七
葉
窟
大
講
堂
に
於
い
て
、
第
六
回

　
　
仏
典
結
集
に
参
加

　
午
後
七
時
半
各
種
仏
教
団
体
連
合
招
宴

　
　
議
案
審
議
概
要

第
一
部
会
（
教
育
委
員
会
）
・

　
議
長
カ
シ
ヤ
ツ
プ
比
丘

　
（
ナ
ー
ラ
ン
ダ
山
く
学
々

　
長
）

　
副
議
侵
ピ
ツ
チ
ン
フ
イ

　
女
由
澱
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

、
大
菩
提
学
校
長
）

　
一
、
印
度
チ
タ
ゴ
ン
地

　
　
方
の
マ
イ
ナ
マ
チ
外

　
　
四
ヵ
所
の
古
蹟
発
掘

　
　
を
東
パ
キ
ス
タ
ン
政

　
　
府
に
要
請
す
る
。

　
二
、
仏
滅
二
千
五
百
年

　
　
記
念
運
動
と
し
て
五

　
9
戒
の
実
践
を
各
国
仏

　
　
教
会
を
通
じ
て
普
及

　
　
し
よ
う
。

　
議
長
　
ソ
フ
ト
博
士
（
印
度
）

　
副
議
長
　
ル
ア
ン
プ
リ
ン
ニ
ヤ
（
タ
イ
y

・
一
、
ユ
ネ
ス
コ
に
協
力
す
る

二
、
孤
児
院
、
病
院
㍉
家
畜
病
院
を
盛
ん
に
す
る

三
、
死
刑
廃
止

四
、
凡
て
の
集
会
の
前
に
聖
句
を
唱
え
よ
う

五
、
人
種
差
別
撤
廃
（
日
本
提
出
）

六
、
人
口
問
題
の
仏
教
的
解
決
へ
同
上
）

七
、
画
影
問
題
の
仏
教
的
解
決
（
同
上
）

八
、
戦
犯
釈
放
の
徹
底
（
同
上
）

九
、
碁
会
事
業
の
国
際
的
連
絡
（
同
上
）

　
三
、
児
童
の
仏
教
々
育
を
強
肩
し
よ
う
。

　
四
、
各
仏
教
国
に
仏
教
の
現
状
に
関
連
し
て
思
想

　
　
的
政
治
的
、
社
会
的
状
況
を
研
究
、
且
つ
報
告

　
　
す
る
機
関
を
設
け
る
。

　
五
、
ビ
ル
マ
に
於
け
る
国
際
仏
教
大
学
創
立
に
当

　
　
つ
て
国
際
二
化
博
覧
会
を
開
催
し
，
各
国
か
ら

　
　
仏
教
癌
化
資
料
を
出
品
す
る
。

　
六
、
仏
教
標
準
教
科
書
の
制
定

　
七
、
戦
争
玩
具
の
禁
止

第
一
一
部
会
（
社
会
五
玉
委
員
会
）

旨航機で羽田藩の日本代表団一一行

　
玉
　
年
代
自
畏
に
仏
教
を
復
興
す
る

　
六
、
正
法
宣
布
運
動
を
各
国
に
展
開
し
、
宣
布
者

　
　
の
育
成
及
派
遣
を
盛
ん
に
す
る

　
七
、
原
姶
仏
教
と
大
乗
と
の
会
通
を
進
あ
る
（
日

　
　
本
提
出
）

第
四
二
会
（
W
・
F
。
B
及
一
群
活
動
委
負
会
）

　
　
議
　
長
　
マ
ラ
ラ
セ
ー
ケ
ラ
博
士
（
セ
イ
ロ
ン
）

　
　
副
議
長
　
中
山
国
際
局
長
（
日
本
）

　
一
、
昭
和
三
十
一
年
五
月
よ
り
三
十
二
年
五
月
迄

　
　
一
力
年
間
仏
滅
二
千
五
百
年
記
念
事
業
を
各
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
重
て
盛
大
に
行
う
た
め
、
各
国
は
そ
の
企
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
昭
和
三
十
年
六
月
迄
に
セ
イ
ロ
ン
の
W
・
F
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
．
・
B
本
部
に
通
告
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
仏
教
の
降
誕
会
、
浬
三
会
、
成
道
三
等
を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
の
日
に
世
界
的
に
定
め
る
檬
推
進
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
ジ
ヤ
ヴ
仏
蹟
ボ
ル
ボ
ド
ー
ル
の
復
興
を
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ネ
シ
や
政
府
に
協
力
せ
し
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
ウ
エ
ー
サ
カ
を
印
度
の
国
家
祭
日
に
す
る
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
度
政
府
に
要
請
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
本
は
四
月
八
重
を
要
請
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
プ
ダ
ガ
や
管
理
委
員
会
に
各
国
仏
教
代
表
を

第
三
部
会
（
正
法
宣
布
　
　
　
加
え
る

　
に
関
す
る
委
員
会
）
　
六
、
日
本
提
案
の
各
項

　
　
議
長
　
ウ
．
テ
ィ
　
　
イ
、
仏
教
親
善
視
察
団
の
交
換
の
件

　
　
モ
ン
（
ビ
ル
マ
最
　
　
ロ
、
学
者
及
び
留
学
生
の
交
換
の
件

　
　
高
裁
判
官
。
ピ
ル
　
　
ハ
、
各
国
仏
教
徒
の
共
同
仏
蹟
参
拝
団
の
設
定
の

　
　
マ
仏
教
会
長
）
　
　
　
件

　
　
副
議
長
　
ソ
ー
ニ
　
　
ニ
、
世
界
仏
教
共
通
聖
典
の
編
纂
の
件
　
　
、

　
　
博
士
（
印
度
代
表
）
　
　
ホ
、
仏
教
と
印
度
教
と
の
協
力
の
件

　
一
、
ル
ン
ビ
ニ
園
の
　
　
へ
、
仏
教
に
対
す
る
外
教
及
び
政
治
と
砂
調
整
に

　
　
仏
降
誕
聖
地
の
復
　
　
　
関
す
る
件

　
　
輿
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
、
未
開
拓
地
区
世
界
仏
教
伝
道
の
分
担
の
件

　
二
、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
仏
　
　
チ
世
界
仏
教
年
鑑
の
編
纂
刊
行
の
件

　
　
浬
繋
聖
地
の
復
興
・
　
リ
仏
教
図
書
の
交
流
の
件

　
三
、
東
パ
キ
ス
タ
ン
　
　
ヌ
・
W
・
F
・
B
相
互
連
絡
強
化
の
件

　
　
首
府
に
寺
院
建
設
　
　
ル
㍉
仏
青
、
仏
婦
の
国
際
的
機
関
の
設
置
の
件

　
四
．
チ
ッ
タ
ゴ
ン
及
　
　
ヲ
、
社
会
事
業
の
国
際
的
連
絡
の
件

　
　
南
イ
ン
ド
に
仏
教
　
　
ワ
、
世
界
平
和
建
設
に
対
す
る
協
力
の
件

　
　
を
宣
布
す
る
　
　
　
　
　
一
、
原
水
爆
禁
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
、
原
子
力
の
平
和
的
使
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
カ
、
仏
訳
、
仏
教
紀
元
の
普
及
推
進
に
関
す
る
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
、
仏
教
文
轡
記
章
（
ク
ソ
ス
ト
）
の
設
定
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
、
仏
紀
二
千
五
百
年
記
念
二
葉
協
力
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
、
仏
教
布
教
法
の
現
代
化
に
関
す
る
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
、
仏
教
ニ
ュ
ー
ス
の
交
換
連
絡
の
件
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
ッ
、
真
如
法
親
王
の
偉
徳
顕
彰
に
関
す
る
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
、
世
界
平
和
広
島
仏
舎
利
塔
建
設
促
進
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
下
本
大
会
の
ス
ラ
イ
ド
（
天
然
色
）
を
企
画
眺
で
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
完
成
す
る
。
、
（
詳
細
次
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
、

噛
r

、
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二
月
、
八
日
に
結
成
大
會

「
関
東
甲
信
越
佛
教
載
會
福
祉
事
業
連
盟
」

　
旧
冬
、
東
京
四
四
谷
公
会
堂
に
於
げ
る
全
国
杜
会

福
証
事
業
大
会
に
際
し
て
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
東

京
築
地
本
願
寺
に
嘗
て
、
各
宗
派
と
の
連
繋
の
も
と

に
仏
教
関
係
者
の
懇
談
会
を
も
ち
、
仏
教
杜
会
幅
肚

事
業
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
種
々
意
見
交
換
を
行

　
い
、
そ
の
後
関
東
甲
信
越
鬼
域
の
関
係
者
は
、
日
赤

杜
会
部
長
高
木
武
三
郎
氏
を
準
備
委
員
長
と
し
て
更

に
協
議
を
重
ね
て
い
た
が
、
本
年
に
入
り
去
る
一
月

十
一
日
午
後
一
時
よ
り
全
仏
事
務
局
に
於
て
「
関
東

甲
信
越
仏
教
社
会
福
祉
事
榮
連
盟
」
結
成
の
た
め
の

第
二
回
準
備
有
が
開
か
れ
た
。

　
庸
上
、
仏
教
二
会
福
証
事
業
の
当
面
す
る
諸
問
題

に
つ
い
て
討
議
が
行
わ
れ
、
こ
の
事
業
を
よ
り
一
層

意
義
あ
る
ら
の
た
ら
も
め
る
た
め
に
悔
関
係
者
相
互

の
連
絡
を
緊
密
化
し
．
経
験
を
交
流
し
て
よ
り
有
効

に
事
に
当
る
こ
と
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
，
こ
の
た

め
の
大
和
合
を
期
す
べ
く
来
る
二
月
八
日
関
東
甲
信

．
越
の
仏
教
杜
会
誌
証
事
業
大
会
を
草
葉
前
厚
相
を
委

員
長
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　
猶
、
全
町
組
織
局
で
は
委
員
会
の
決
定
に
し
た
が

っ
て
、
直
ち
に
こ
の
大
会
の
た
め
の
諸
般
の
準
備
を

開
始
し
て
い
る
。
因
み
に
準
備
委
員
は
全
仏
事
務
局

関
係
の
外
は
左
の
諸
氏
で
あ
る
。

　
委
員
長
　
高
木
武
三
郎
氏
　
日
赤
社
会
部
長

委
員
鵜
飼
　
俊
成
氏

横
田

人長古古高関
見瀬屋坂橋岡

浮
音
氏

賢
一
氏

発
仙
氏

三
三
三

道
雄
氏

貫
鼓
琴

貞
開
戊

同
旨
保
育
園
長

長
野
県
上
田
市
明
照

会東
京
都
保
護
部
長

埼
玉
県
保
育
委
員
長

大
正
大
助
教
授

総
持
寺
杜
会
事
業
部

東
京
都
保
育
委
員
長

日
本
済
生
会
◎

栃
木
県
輪
王
寺
社
会

事
業

委
員
重
永

　
　
　
翻
心

　
　
　
　
来
馬

1佛雛の歌

謡
　
氏

玉
璽
氏

道
断
氏

宮
崎
　
誠
一
泊

森
　
　
芳
俊
氏

卜

浅
草
本
願
寺
輪
番

築
地
本
願
寺
社
会
部

曹
洞
宗
教
化
部
長

千
葉
県
、
豊
山
派
教

学
部
長

杉
並
掌
園
長

（
他
地
区
代
表
は
近
く
決
定
）

　
ビ
ル
マ
の
聖
土
を
迎
へ
て

　
　
。
ビ
ル
マ
戦
死
者
慰
霊
法
要
、
三
月
中
旬
に

　
第
三
回
世
界
仏
教
徒
会
議
に
出
席
し
た
日
本
仏
教

代
表
団
一
行
は
ビ
ル
マ
の
各
戦
蹟
を
詣
，
で
て
、
彼
我

戦
残
者
の
慰
塵
や
日
本
人
墓
地
の
清
掃
な
ど
を
行
い

さ
ら
に
激
職
地
の
土
や
石
を
あ
つ
め
て
十
二
月
二
十

日
臨
遇
し
た
が
、
こ
の
望
土
を
迎
え
て
露
国
後
直
に

大
童
露
法
要
を
執
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
年
末
の

た
め
延
期
し
陽
春
三
月
彼
岸
前
に
東
京
に
お
い
て
ビ

ル
マ
戦
二
者
遺
族
を
招
き
荘
厳
な
る
大
法
要
を
行
う

予
定
で
目
下
準
備
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
各
地
区
に
お
い
て
も
こ
の
法
要
が
報
告
講
演

会
と
併
せ
て
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

『
あ
あ
こ
の
よ
ろ
こ
び
』
完
成
近
し

」
置
月
十
五
日
の
浬
繋
會
に
襲
二
三

　
仏
教
各
宗
派
各
通
で
、
し
か
も
大
衆
に
親
し
ま
れ

い
つ
れ
の
会
合
に
も
合
唱
が
で
き
し
か
も
現
代
の
人

々
の
唱
和
に
ふ
さ
わ
し
い
「
仏
教
徒
の
歌
」
の
制
定

旭
、
各
界
か
ら
熱
望
さ
れ
て
い
た
が
　
本
会
で
は
十

二
月
二
十
一
日
の
常
務
理
事
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ

二
つ
づ
い
て
二
十
五
日
の
教
学
委
員
会
で
具
体
的
に

こ
の
作
成
要
項
を
決
め
，
早
速
準
備
に
う
つ
り
、
ま

つ
作
詩
を
芸
術
院
会
員
で
仏
門
出
身
の
土
岐
善
麿
先

生
（
日
比
谷
図
轡
鋸
長
）
に
依
頼
し
下
記
の
歌
詩
が

正
月
一
日
に
完
威
し
た
。

　
作
曲
は
仏
教
音
音
楽
関
係
者
男
数
氏
に
依
頼
二
月

二
十
八
日
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
第
一
等
が
採
用
さ

れ
る
。
な
ほ
発
表
会
は
二
月
十
五
日
午
後
一
時
か
ら

ピ
．
ル
の
林
立
す
る
丸
の
内
朝
日
生
命
八
階
大
ホ
ー
ル

に
お
い
て
各
宗
派
各
団
体
仏
教
王
義
学
校
等
五
百
余

名
参
集
の
下
に
温
薬
銭
の
聖
日
を
期
し
て
盛
大
に
発

表
会
が
開
か
れ
N
H
K
を
通
し
て
全
国
放
送
の
予
定

で
あ
る
。

　
な
お
ポ
リ
ド
ー
ル
レ
コ
ー
ド
会
社
が
こ
の
企
劃
に

協
力
し
て
レ
コ
ー
ド
吸
込
み
の
上
全
国
に
発
売
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
レ
コ
ー
ド
の
裏
面
は
法
の

み
山
で
一
枚
二
〇
〇
円
、
十
枚
以
上
は
割
引
の
予
定

希
望
の
向
は
ぜ
い
み
＼
本
会
弘
報
鄙
あ
て
申
込
を
望

ん
で
い
る
。

　
こ
の
馬
下
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
本
会
監
事
で
嘲

日
生
命
の
藤
川
博
社
長
が
仏
教
近
代
化
と
大
衆
化
の

た
め
絶
大
な
る
強
力
を
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
．

歌
詩
は
次
の
通
り
作
曲
は
い
ず
れ
発
表
さ
れ
る
。

　
「
仏
教
徒
の
歌
」

　
　
あ
あ
　
こ
の
よ
ろ
こ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
岐
善
麿
作

　
空
を
仰
げ
ば
　
空
に
　
ひ
か
り

　
地
に
立
て
ば
地
に
　
力
あ
り

　
見
よ
　
花
薫
り
風
晴
れ
て

　
信
ず
る
も
の
　
こ
こ
ろ
　
か
が
や
き

　
い
そ
し
む
も
の
　
い
の
ち
　
尽
き
ず

　
わ
れ
ら
　
い
ま
　
よ
ろ
こ
び
に
満
つ

　　　　す三教か三世
　　　　ぺびえの高熱
　恩みあてかの響くに
　徳ほあわも恵ひ
ノはと　いせととうと
　　’けこざば　落ちし
　常　の　　誓言　く
　になよよ和い競
　　りうろし　奮う朝
　あ　びこて新にとの
　まあ　び　たうき鐘
　ねあいを楽にけ　を
　し　ず得し　て
　　みこん
　　ほよ
　　とり
　　けく
　　　る

　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
音
盤
三
道
開
始
、

　
名
士
の
講
演
を
聞
こ
う
と
思
っ
て
も
聞
け
な
い

農
漁
村
の
忙
し
い
人
の
た
め
に
、
叉
都
会
で
三
つ
い

て
仏
教
の
話
を
聞
く
こ
と
の
出
来
な
い
人
の
た
め
に

レ
コ
ー
ド
に
名
士
の
講
演
を
収
録
し
伝
道
を
初
め
よ

う
と
本
会
で
は
ポ
リ
ド
ー
ル
と
提
携
し
て
音
盤
に
よ

る
伝
道
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
．
そ
の
第
一
回

と
し
て
鈴
木
大
拙
、
椎
尾
弁
正
野
博
士
の
講
演
を
牧

録
し
近
く
完
成
す
る
の
で
希
望
者
に
は
実
費
で
頒
布

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
し
い
伝
道
方
法
と
し
て
各
．

方
面
か
ら
大
い
に
期
待
さ
．
れ
て
い
る
。

…
負
峯
董
の
送
金
に

へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
お
願
い

～　各
@
負
曝

～　
ね
て
御
台
い
た
し
ま
し
た
負
担
金
・
仏
教
徒

（
募
金
を
至
急
お
取
ま
と
め
の
上
御
送
金
下
さ
る

ぞ
っ
お
願
い
し
ま
す
。

♂
　
　
　
　
　
　
募
財
推
進
本
部

　㎜
　
　
　
各
宗
派
宗
務
総
長

　
　
　
各
団
体
代
表
者
殿

　
　
　
各
　
学
校
長
「

！r
ー
ー
～
～
～
レ

　
　
　
　
　
　
各
団
体
負
担
金
、
及
び
仏
教
徒

ゾ
募
金
に
つ
し
て
は
格
別
の
御
尽
力
を
賜
り
難
有

／
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

ヘ
ビ
ζ
大
会
も
有
終
の
美
を
以
っ
て
終
り
ま

ズ

ヅ
し
㊧
こ
と
は
偏
に
各
宗
派
各
団
体
の
護
法
心
の

↓
賜
と
深
く
感
習
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ビ
ル
マ

芙
会
も
終
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
が
本
当
に

ノ

八
騨
難
灘
灘
難
難
　　　　　　　　　　　＿1
　　　　　　　　　一　　　　　　　〆、必ノ　　　　　、／v、ハ　　、ヘーの一
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や鴨’

佛
一二鎌∵．

　　全
7
望

遥＿レ‘

、
㌧
ゴ

，「

黶
w
…
ー
ー
ー
レ
ー
巨
」
ピ
，
4
電
、
、

髭
躍
咋
目
ド
巳
．
．
F
・
レ
．
に

　
　
ビ
ル
マ
派
遣
留
学
生
　
　
　
　
　
　
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
作
品
を
贈
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
応
募
者
多
数
　
　
　
，
各
県
の
教
育
委
会
下
学
校
に
感
謝
の
意
を

淋羅

ｱ
灘
鰯
講
…
聖
運
離
…
籍
嬰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
こ
ろ
（
下
）

全
国
か
ら
募
集
し
た
処
十
二
月
三
十
日
締

切
日
ま
で
に
十
五
名
の
応
募
者
が
あ
り
、

目
下
ビ
ル
マ
側
と
超
過
人
員
や
渡
航
期
日

に
つ
い
て
打
合
せ
中
で
近
く
審
査
委
員
会

も
開
か
れ
詮
衡
を
進
わ
る
。
斎
砂
側
の
希

望
と
し
て
は
季
節
の
関
係
上
少
し
も
早
い

渡
航
を
望
ん
で
い
る
が
三
月
に
な
る
模
様

…
…
国
際
親
善
は
子
供
か
ら
…
…

　
　
　
　
　
　
　
各
国
と
作
品
交
換

　
本
会
で
は
、
ア
ジ
ア
仏
教
親
善
運
動
を

実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
文

部
省
を
じ
て
、
全
国
の
小
申
高
校
幼
稚
園

保
育
園
か
ら
図
画
、
習
字
、
英
作
文
な
ど

一
千
二
百
余
点
が
集
っ
た
の
で
、
そ
の
う

ち
九
百
点
を
ビ
ル
マ
の
お
友
達
え
日
本
代

表
団
が
持
参
し
た
と
こ
ろ
、
非
常
な
好
評

で
早
速
国
立
の
綜
合
学
園
で
展
覧
会
が
開

か
れ
、
引
き
つ
づ
き
ビ
ル
マ
の
各
学
校
で

開
か
れ
て
い
る
。

　
そ
の
返
礼
に
早
速
ビ
ル
マ
の
…
学
校
が
図

画
二
百
点
、
返
信
の
手
紙
が
四
〇
通
ば
か

り
日
本
代
表
団
に
托
し
て
本
会
へ
送
ら
れ

て
き
た
。

　
　
セ
イ
ロ
ン
の
首
相
に
託
す

　
な
ほ
十
二
月
二
十
二
日
、
来
朝
中
の
セ

イ
ロ
ン
首
相
コ
テ
ラ
ワ
ラ
氏
に
セ
イ
ロ
ン

の
子
供
遵
え
二
百
点
を
友
松
事
務
、
総
長
が

生
徒
、
園
児
の
代
表
を
連
れ
て
手
交
し
た

　
ま
た
本
会
で
は
起
つ
づ
き
世
界
各
国
の

子
供
た
ち
え
レ
タ
ー
フ
レ
ン
ド
を
実
施
す

る
予
定
を
立
て
て
い
る
が
子
供
を
通
じ
て

の
仏
教
親
善
は
日
本
で
も
大
き
な
反
響
を《

レ
ゼ
陰
F
ー
ー
ゼ
ー
ー
‘
。
ー
レ
．
’
・
き
鳴

、

し
て
こ
の
手
紙
を
戴
く
前
は
、
私
の
日
本

人
に
対
す
る
考
え
は
目
篭
の
軍
隊
が
私
達

の
国
に
満
々
て
い
た
戦
争
中
の
考
え
で
あ

り
ま
し
た
。
日
本
の
兵
隊
は
強
大
で
勇
気

が
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
兵
隊
は
あ
く

ま
で
兵
隊
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ち
が
こ
の

よ
う
な
お
手
紙
を
見
ま
し
て
、
私
は
驚
の

目
を
見
張
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
の
盲

目
の
考
え
は
、
霧
の
よ
う
に
晴
れ
わ
た
り

ま
し
た
。

　
　
ビ
ル
マ
の
生
徒
か
ら
便
り

　
マ
ヤ
テ
ン
か
ら
の
返
信

　
親
愛
な
る
マ
サ
コ
さ
ん
、
今
度
、
外
国

の
お
友
蓬
に
お
手
紙
を
書
［
く
機
会
を
得
た

事
は
、
私
の
一
生
最
上
の
喜
び
で
す
。
　
　
最
後
に
今
後
も
日
本
の
お
友
蓮
と
、
仏

　
去
る
十
二
月
九
日
木
曜
日
に
私
達
の
ク
　
教
を
通
し
て
お
互
の
心
の
交
換
を
致
し
た

ラ
ス
の
先
生
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
思
い
ま
す
。
・

「
明
日
、
日
本
の
お
友
逡
の
手
紙
や
作
品
　
　
マ
サ
コ
さ
ん
並
び
に
そ
の
お
友
遽
の
健

が
私
蓮
に
送
ら
れ
ま
す
」
　
　
　
　
　
　
．
康
と
、
日
本
と
ビ
ル
マ
の
友
交
を
祈
り
つ

と
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
時
に
、
私
達
は
　
っ
筆
を
お
き
ま
す
。

皆
喜
び
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
私
　
　
ラ
ン
グ
ー
ン
ミ
、
ヨ
ー
マ
高
校
マ
ヤ
テ
ン

は
驚
く
、
よ
り
、
む
し
ろ
と
て
も
美
し
い
手
　
よ
り
、
千
代
田
学
園
マ
サ
コ
ナ
カ
イ
さ
ま

紙
を
下
さ
っ
た
日
本
の
お
友
達
と
相
共
に

愛
せ
ら
れ
る
事
を
祈
り
ま
し
た
。
　
任
免

　
い
よ
い
よ
金
曜
日
に
な
り
ま
し
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
事
中
原
道
昭

し
て
、
手
紙
は
配
ら
れ
始
め
ま
し
た
。
一

瞬
ク
ラ
ス
全
体
が
静
か
に
な
り
ま
し
た
。
　
組
織
局
附
を
命
ず
る

私
は
，
そ
の
間
、
誰
も
が
感
動
で
頭
が
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
濤
　
弘
道

杯
で
あ
っ
た
事
を
確
信
を
も
つ
て
云
う
事
　
任
　
臨
時
雇
員

が
出
来
ま
す
。
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
際
局
附
を
委
嘱
す
る

　
し
か
し
こ
れ
は
日
本
の
人
々
と
接
触
を

も
つ
た
最
初
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
そ
各
通
昭
和
二
十
年
十
二
月
三
十
日
附

幽
て

．
葬

ー
ー
レ
ゼ
「
「
一
r
昏
レ
托
レ
・
手
蛋
塗
疑
　
ゆ
．
ま
墨
汁
際
、

　
　
、
O
常
務
理
博
会
開
催

一
月
二
十
二
H
正
午
よ
り
事
務
局
で
議
題

は
全
仏
法
人
絡
の
件
や
当
面
0
軍
要
事
項

を
審
議
す
る

　
　
O
ト
ラ
ク
ト
頒
布
に
つ
い
て

本
会
で
は
ト
ラ
ク
ト
「
め
ざ
め
」
を
数
万

枚
伝
道
用
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、

各
加
盟
団
体
か
ら
講
演
会
そ
の
他
開
催
の

節
は
御
利
用
下
さ
い
。

　
こ
の
場
合
は
希
望
枚
数
、
頒
布
の
内
容

を
詳
細
に
書
い
て
本
会
あ
て
申
込
ん
で
下

さ
い
。

　
　
0
仏
旗
の
普
及
に
つ
い
て

本
会
内
に
あ
る
仏
旗
普
及
本
部
で
は
、
万

国
仏
旗
ケ
頒
布
し
て
お
り
ま
＋
御
協
力
の

普
及
だ
け
本
会
で
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
月
は
上
り
ぬ

　
奈
良
県
に
疎
開
の
ま
ま
居
つ

い
た
父
と
三
人
の
娘
と
の
中
洗

家
庭
そ
の
覧
た
ち
の
縁
談
に
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
近
刊
紹
介
現
代
佛
教
講
座

　
本
月
下
旬
に
角
川
書
店
か
ら
現
代
仏
教

　
講
座
全
五
巻
が
発
刊
さ
れ
る
。

　
　
そ
の
内
容
は
　
第
一
巻
　
人
間
　
社

　
　
会
篇
第
二
巻
思
想
篇
第
三
巻

　
　
歴
史
篇
　
第
四
巻
　
丈
学
芸
術
篇

　
　
第
五
巻
　
聖
典
　
高
僧
篇
で
現
代
仏

　
　
教
の
当
面
し
て
い
る
全
般
の
問
題
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
取
扱
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
（
最
寄
の
書
店
又
は
本
社
え
）

　
　
　
東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
町

　
　
　
　
　
角
　
　
川
　
　
書
　
　
店

筆墨
つ
わ
る
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

　
古
都
奈
艮
の
風
物
や
、
伝
統
的
な
人
情

清
深
な
暉
宗
寺
院
の
空
気
が
こ
の
作
品
の

素
材
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
特
有
の
風
土

的
な
情
緒
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で

登
場
人
物
の
心
理
描
写
に
中
心
が
お
か
れ

て
い
る
。
こ
の
作
品
は
ど
こ
に
も
仏
教
的

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

な
主
張
を
持
つ
た
も
の
で
は
な
く
む
し
ろ

風
俗
的
な
映
画
と
も
言
え
る
が
、
父
と
四

姉
妹
、
そ
の
男
友
達
と
の
間
に
交
溌
す
る

愛
情
は
素
朴
で
、
ま
た
仏
教
寺
院
を
申
心

と
し
た
ヒ
ユ
ー
ム
エ
ズ
ム
に
立
脚
し
た
も

の
で
あ
る
。

（
き
）
○
全
仏
も
結
成
後
言
二
年
目
に
入

（
が
）
つ
た
、
い
よ
い
よ
本
年
か
ら
地
に

（
と
）
つ
い
た
運
動
が
望
ま
れ
て
い
る
。
「

（
あ
）
○
昨
年
ま
で
は
毎
月
随
時
に
各
報

道
関
係
、
各
宗
派
、
各
団
体
え
全
仏
通
信

と
し
て
プ
リ
ン
ト
を
送
っ
て
い
た
が
、
月

一
看
病
は
本
印
刷
に
し
て
構
成
団
体
え
連

絡
す
べ
き
だ
と
い
う
要
請
に
応
え
て
、
と

り
あ
え
ず
本
年
か
ら
毎
月
一
回
お
送
り
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
從
っ
て
各
報
道

機
関
に
は
從
前
通
り
絶
大
な
る
御
協
力
を

願
い
ま
す
。

O
各
宗
派
各
団
体
か
ら
の
御
希
望
次
り
ニ

ュ
ー
ス
を
ど
し
ど
し
御
提
供
を
願
い
ま
す

○
多
忙
而
も
素
人
の
編
集
で
よ
く
出
来
ま

せ
ん
が
だ
ん
だ
ん
充
実
し
て
全
仏
の
組
識

強
化
、
地
方
と
の
連
絡
に
役
立
ち
た
い
と

念
願
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
（
や
な
ぎ
）
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